




総括 

本研究班の内容は広範多岐に渡るが,昨年度に続き,更に調査研究をすすめ,昭和 59 年 3 月

9 日「昭和 59年度研究報告会」が行なわれた。現行母子保健システムの改善目標を設定し

実施する事によって,乳児死亡率を減少させた和歌山県の研究報告等,成果をおさめつつあ

る例も報告された。まだ研究第 2年目の事でもあり,結論が得られ,それがすぐ行政に役立

つとは言い兼ねるが,何等かの目安が得られつつあるように感じている。 


